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著
し
い
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
フ
ィ

ー
ル
ド
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
時
期
は
、
正
に
こ
の
大
転
換
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
注
目
す
べ
き
著
作
と

い
え
よ
う
。

　
本
書
の
主
な
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
序
論�

（
田
畑
）

　
第
Ⅰ
篇
　
研
究
対
象
地
域
と
少
数
民
族
の
性
格

　
　
第
1
章
　
研
究
対
象
地
域
の
性
格

�

（
田
畑
、
第
3
節
の
み
金
丸
）

　
　
第
2
章
　
少
数
民
族
の
性
格�

（
田
畑
）

　
第
Ⅱ
篇
　
生
業
形
態
の
比
較

　
　
第
3
章
　
雲
南
チ
ベ
ッ
ト
族
の
牧
畜
業�

（
金
丸
）

　
　
第
4
章
　
ナ
シ
族
の
塩
づ
く
り�

（
金
丸
）

　
　
第
5
章
　
雲
南
チ
ベ
ッ
ト
族
の
木
地
製
作�

（
田
畑
）

　
　
第
6
章
　
イ
族
の
木
地
製
作�

（
田
畑
）

　
付
論
Ⅰ
　
ナ
シ
族
の
家
族
構
成
の
特
徴

　
　
　
　
　
─
四
川
省
・
俄
亜
ナ
シ
族
を
中
心
に
─

�

（
金
丸
）

　
付
論
Ⅱ
　
雲
貴
高
原
中
部
の
イ
族

　
　
　
　
　
　
─
生
業
形
態
を
中
心
に
─�

（
田
畑
）

　
序
論
で
は
、
研
究
目
的
、
研
究
方
法
お
よ
び
先
行
研
究

が
具
体
的
・
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

員
教
授
で
、
中
国
民
俗
学
、
中
国
民
族
学
を
専
門
領
域
と

し
て
い
る
。
両
氏
に
は
、
西
南
中
国
に
居
住
す
る
少
数
民

族
な
ど
に
関
す
る
翻
訳
を
含
む
著
作
・
論
文
が
多
数
存
在

す
る
。

　
本
書
は
こ
れ
ら
の
業
績
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ

る
。
十
数
年
間
継
続
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
実

施
し
入
手
し
た
資
料
を
中
心
に
、
関
連
す
る
漢
籍
史
料
を

も
参
照
し
て
作
成
し
た
論
稿
を
主
体
に
纏
め
た
労
作
で
あ

る
。
調
査
は
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
に
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
五

年
に
少
数
民
族
な
ど
農
民
に
課
さ
れ
て
い
た
農
業
税
が
全

廃
さ
れ
た
時
期
以
降
に
わ
た
る
。
そ
の
農
業
税
が
全
廃
さ

れ
た
結
果
、
農
業
戸
籍
を
も
つ
農
民
で
も
居
住
す
る
村
落

か
ら
離
れ
て
都
会
な
ど
に
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
多
数
の
人
々
が
職
を
求
め

て
村
外
に
転
出
し
だ
し
た
。
つ
ま
り
、
少
数
民
族
を
含
む

村
落
社
会
は
大
転
換
期
を
迎
え
、
人
口
流
出
や
貨
幣
経
済

の
浸
透
な
ど
に
み
ら
れ
る
如
く
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
に

新

刊

紹

介

田
畑
久
夫
・
金
丸
良
子
著

『
中
国 

横ホ
ン

断ト
ワ
ン

山
脈
の
少
数
民
族
』

大
谷
津
　
早
　
苗

　
中
国
は
古
代
か
ら
熟
知
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
土

が
広
大
な
ど
の
理
由
か
ら
全
域
に
わ
た
っ
て
の
知
識
を
も

つ
人
々
は
、
中
国
を
専
門
と
し
て
い
る
研
究
者
を
含
め
て

ど
れ
ほ
ど
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
多
く
な
い
と
推

定
し
て
い
る
。
本
書
の
横
断
山
脈
は
、
一
部
の
登
山
家
を

除
く
と
、
テ
ラ
・
イ
ン
コ
グ
ニ
タ
（T

erra Incognita

、

未
知
の
土
地
）
な
の
で
あ
る
。
横
断
山
脈
の
主
峰
の
一
つ

梅
里
雪
山
（
六
七
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
二
十
数
年
前
に
日
本

人
登
山
者
十
一
名
が
亡
く
な
っ
た
が
、
未
だ
に
一
名
の
遺

体
が
発
見
さ
れ
ず
調
査
中
で
あ
る
こ
と
も
一
部
に
し
か
知

ら
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
同
山
脈
の
南
麓
山
岳
地
帯
に

分
布
・
居
住
す
る
人
々
に
関
し
て
は
、
こ
の
地
域
を
通
過

し
た
探
検
家
の
記
録
・
報
告
書
以
外
類
書
が
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
本
書
は
大
変
貴
重
な
著
作
と
い
え
る
。

　
著
者
を
紹
介
し
て
お
く
。
田
畑
久
夫
氏
は
本
学
大
学
院

教
授
（
現
在
名
誉
教
授
）
で
、
文
化
地
理
学
、
民
俗
学
を

専
攻
し
て
い
る
。
共
著
者
の
金
丸
良
子
氏
は
麗
澤
大
学
客

学
苑
　
第
九
三
六
号
　
四
八
～
五
三
（
二
〇
一
八
・
一
〇
）
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地
域
に
関
す
る
写
真
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
写
真
だ
け
で
も

大
変
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

　
本
書
は
、
わ
が
国
の
主
要
な
大
学
図
書
館
お
よ
び
研
究

機
関
の
蔵
書
に
加
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
本
書
は
横
断
山
脈
お
よ
び
中
国
の
少
数
民
族
に
興

味
や
関
心
を
有
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
基
本
図
書
で
あ

る
。
ま
た
若
手
研
究
者
や
学
生
に
と
っ
て
も
地
域
調
査
の

手
引
き
と
な
ろ
う
。
特
に
中
国
は
、
市
場
経
済
導
入
な
ど

近
代
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
が
、
社
会
主
義
体
制
を

堅
持
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る

少
数
民
族
調
査
は
種
々
困
難
な
問
題
が
存
在
す
る
。
本
書

は
こ
の
点
を
克
服
す
る
一
つ
の
方
法
を
明
示
し
た
好
著
と

い
え
る
。

�

（
お
お
や
つ
　
さ
な
え
　
　
歴
史
文
化
学
科
）

ず
つ
で
あ
っ
た
が
現
地
で
の
宿
泊
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
か
内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
具
体
的
か
つ
詳
細

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
三
項
目
の
調
査
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
先
駆
的
な
業

績
と
い
え
る
。
中
で
も
、
木
地
製
作
が
こ
の
地
域
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
が
国
に
お
い

て
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
一
人
挽
轆
轤

に
よ
る
木
地
製
作
の
工
程
が
確
認
で
き
た
。
今
後
の
わ
が

国
に
お
け
る
木
地
屋
（
師
）
研
究
に
新
た
な
課
題
を
提
供

し
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
本
書
で
生
業
形
態
を
重
視
す

る
の
は
、
生
業
形
態
が
生
活
の
経
済
基
盤
と
で
も
称
す
べ

き
下
部
構
造
の
典
型
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
篇
の
付
論
は
、
研
究
対
象
地
域
に
み
ら
れ
る
生
業
形

態
以
外
の
特
徴
を
述
べ
た
も
の
、
お
よ
び
対
象
地
域
で
は

な
く
そ
の
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
生
業
形

態
を
基
盤
に
し
て
い
る
少
数
民
族
と
の
比
較
を
行
い
、
該

当
周
辺
地
域
の
少
数
民
族
の
特
徴
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
横
断
山
脈
に
分
布
・
居
住
す
る

少
数
民
族
の
特
徴
、
筆
者
ら
が
い
う
少
数
民
族
の
「
性
格
」

を
よ
り
明
ら
か
に
印
象
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
冒
頭
の
カ
ラ
ー
の
口
絵
写
真
は
三
二
ペ
ー
ジ
に
も

及
び
、
横
断
山
脈
周
辺
に
分
布
・
居
住
す
る
少
数
民
族
の

状
況
を
鮮
明
に
描
き
出
し
て
い
る
。
特
に
、
海
抜
高
度
が

四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
山
道
を
通
過
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
訪
問
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る

調
査
対
象
地
域
が
外
国
人
研
究
者
を
含
め
外
国
人
の
立
入

が
厳
禁
さ
れ
た
対
外
「
未
開
放
地
区
」
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
な
く
、
著
者
ら
が
主

張
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ヴ
ェ
イ
に
よ
る
手
段
が
最
適
で

あ
る
点
は
共
感
で
き
る
し
、
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
る
。

ま
た
、
本
書
よ
り
百
年
ほ
ど
前
の
鳥
居
龍
藏
や
デ
ー
ヴ
ィ

ス
の
調
査
内
容
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
と
し
て

の
価
値
を
再
評
価
し
て
い
る
。

　
第
Ⅰ
篇
の
二
つ
の
章
は
、
対
象
地
域
で
あ
る
横
断
山
脈

周
辺
に
居
住
す
る
主
要
な
少
数
民
族
─
チ
ベ
ッ
ト
族
、
リ

ス
族
、
イ
族
、
プ
ミ
族
、
ナ
シ
族
、
ペ
ー
族
─
の
特
徴
に

つ
い
て
の
検
討
・
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
少
数
民
族

に
関
し
て
は
、
実
際
に
訪
問
し
て
得
ら
れ
た
資
料
な
ど
も

多
用
し
て
論
じ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
み
ら
れ
る
。
ま
た

各
少
数
民
族
は
、
従
来
基
本
的
で
正
確
な
情
報
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
も
資
料
と
し
て
の
重
要
度

が
高
い
。
な
お
、
分
析
に
際
し
て
は
、
少
数
民
族
の
「
住

み
分
け
モ
デ
ル
」、
少
数
民
族
の
「
性
格
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
第
Ⅱ
篇
は
本
書
の
核
心
部
分
と
い
え
る
。
横
断
山
脈
南

麓
地
域
を
代
表
す
る
少
数
民
族
の
生
業
形
態
で
あ
る
牧
畜

業
（
第
3
章
）、
塩
づ
く
り
（
第
4
章
）、
木
地
製
作
（
第

5
・
6
章
）
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
的

な
集
落
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
成
果
を
主
た
る

内
容
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ヴ
ェ
イ
は
短
期
間


